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【全体運】 やる気が新しい扉を開きます。 興味があることはそのままにせ
ず調べてみましょう。 新しい品種へのチャレンジが吉
【健康運】 上昇中。 筋力アップの運動がお勧め
【幸運を呼ぶ食べ物】 パプリカ
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令和３年４月作成   

ササツツママイイモモ基基腐腐病病防防除除対対策策ににつついいてて  

１１  育育苗苗ほほ場場ででのの対対策策＜＜現現状状とと直直近近のの対対策策＞＞  

(1) 現在，育苗ほ場で，サツマイモ基腐病が発生。 

(2) こまめに苗床を巡回し，下記のような①しおれ②黄・紫に変色した株は速やかに 

株全体（種いもごと）を抜き取り，隣接株への伝染を防ぐ（写真１～３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(写真１)苗床 こないしん    (写真２)こないしん株元       (写真３)苗床 安納紅 

 

(3) 発生した苗床では，発病株の抜き取り後に下記により防除を実施する。 

 

 

 

 

 

注意）農薬散布だけでは防除効果が劣るため，事前の発病株抜き取りが重要 

 

２２  採採苗苗・・植植付付時時のの対対策策  

(1) 採苗ハサミは，こまめに消毒（ライターやチャッカマン等の火であぶる）する。 

(2) 採苗時にも株元を確認し，黒変した株からは採苗しない。 

(3) 地際は菌密度が高いため，苗の切断位置は地際から５cm以上とする。 

(4) 苗消毒は効果の面から採苗当日とし，消毒液は使用日ごとに新しく調整する。 

※ベンレート水和剤：希釈倍数 500～1000倍，20～30分浸漬 

 

３３  植植付付後後のの本本ぽぽででのの対対策策  

(1) 植付後は定期的に，ほ場を見まわり異常株（写真

４）は速やかに除去する。 

(2) 異常株除去後の植穴は再発病の可能性が高いため，

補植しない。 

(3) 苗消毒の効果が低下する植付５週目以降は抜き取

りに加え，薬剤散布により感染防止を図る。 

抜抜
きき
とと
りり  

発発
病病
株株
のの  

アアミミススタターー2200フフロロアアブブルル  

希釈倍数 2000倍 

散布量 100～300㍑/10a 

使用回数 ３回以内  

ＺＺボボルルドドーー  

希釈倍数 500倍 

散布量 100～300㍑/10a 

使用回数 制限無し 

２週間後 

（写真４)本ぽ生育初期の異常株 

【【参参考考１１】】薬薬剤剤散散布布にによよるる防防除除体体系系（（暫暫定定版版））  

～ 排水条件の良いほ場や排水対策の実施したほ場を前提とした防除体系～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

注注１１：アミスター20フロアブルは，収穫 14日前までに３回まで使用可能。 

注注２２：銅剤（Ｚボルドー水和剤・ジーファイン水和剤）は，収穫前日まで，回数制限なし 

注注３３：アミスター連続使用では耐性菌が発生しやすいため，必ず銅剤と交互散布する 

 

【【参参考考２２】】健健全全なな種種いいもも生生産産とと発発病病リリススククのの軽軽減減管管理理  

１１  種種いいもも生生産産ののポポイインントト  

(1) 原則，種いも生産は病害虫発生のない，水はけが良い専用ほ場で行う。 

(2) 種いもは栽培期間が 120日程度で，重さ 200～300ｇ程度が萌芽・苗立ちに優れる。 

(3) 収穫は，土が乾いた晴天日に傷（特に打ち傷）をつけないよう丁寧に作業する。 

 

２２  種種いいもものの選選別別・・管管理理方方法法  

(1) やむを得ず，専用ほ場以外から種いもを採取する場合，発生の少ないほ場で，茎の地

際部が黒変していない株から採取する。 

(2) 種いもは下記のように，貯蔵前処理（貯蔵前の「水洗・選別，尾部除去，種いも消

毒」）を行うことで，病徴を確認するとともに貯蔵中の発病を軽減できる。 

 

サツマイモ基腐病の対策について
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